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《内閣府 男⼥共同参画局から》   
●「コロナ下の⼥性への影響と課題に関する研究会」の第 11 回開催報告 
●「地域で伸ばす！⼥性リーダー育成ハンドブック」を作成しました！ 
●「⼥性活躍推進に関する組織トップのコミットメント」を発刊しました 
●5/14（⾦）ジェンダーギャップ会議ハイブリッド開催！ 
●「ジェンダー投資に関する調査研究」報告書を公表しました！ 
 
《お知らせ》 
●社会⼈の学びを応援するポータルサイト「マナパス」の御紹介【⽂部科学省】 
●2021 年版「イクメンパスポート」を作成しました！【内閣官房内閣⼈事局】 
 
《再掲》 
●ＤＶ、性犯罪・性暴⼒でお悩みの⽅の相談窓⼝⼀覧 
●４⽉は「若年層の性暴⼒被害予防⽉間」です。 
------------------------------------------------------------ 
《内閣府 男⼥共同参画局から》 
 
●「コロナ下の⼥性への影響と課題に関する研究会」の第 11 回開催報告 
 
「コロナ下の⼥性への影響と課題に関する研究会」の第 11 回を４⽉ 22 ⽇（⽊）に開催し
ました。 
 
配布資料は、男⼥共同参画局のホームページに掲載しました。議事録は追って掲載します。
御覧ください。 
https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/covid-19/index.html 
 
 
 
●「地域で伸ばす！⼥性リーダー育成ハンドブック」を作成しました！ 
 
このハンドブックは、地⽅公共団体が、⼤学や経済団体などと密接に連携して、地域全体で
企業の役員候補となる「⼥性リーダー」を育成できるように作成しました。 
我が国の経営の意思決定に関わる役員における⼥性の割合は、極めて低い⽔準です。これは、
グローバル化が進む中、世界的な⼈材獲得や投資を巡る競争の成否を通じて、⽇本経済の成



⻑⼒にも関わります。 
とりわけ、地域経済を⽀えている中⼩企業や⼩規模事業者にとっては、⼈⼿不⾜に直⾯して
いる中、⼥性活躍の推進は、優秀な⼈材の確保・定着につながり、企業の持続的な発展にと
って不可⽋です。 
また、⼥性が活躍できる地域社会を構築することは、地⽅創⽣と少⼦化対策にとっての鍵に
もなります。 
このハンドブックには、地⽅公共団体が⼥性リーダー育成のための研修を企画する上で、参
考になる情報がたくさん詰まっています。 
研修を受講した⼥性リーダーにお話を伺い、研修前後の気持ちの変化や、後に続く⼥性リー
ダーへのメッセージなども掲載しています。 
⼤学や経済団体の皆様が研修を企画する際の参考にもなります。 
地⽅公共団体の皆様をはじめ多くの⽅々に、御活⽤いただければと思います。 
 
「地域で伸ばす！⼥性リーダー育成ハンドブック」は男⼥局 HP にも掲載しています 
https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/handbook.html 
 
 
 
●「⼥性活躍推進に関する組織トップのコミットメント」を発刊しました 
 
「輝く⼥性の活躍を加速する男性リーダーの会」（以下、「男性リーダーの会」）に参加する
約 200 名の企業・団体等の組織トップの皆様による、⼥性活躍へのコミットメントを掲載
しました。 
特集として、「男性リーダーの会」発⾜時のメンバーでおられる株式会社千葉銀⾏の佐久間
頭取と、⿅児島県で⼥性活躍の輪を広げていらっしゃる株式会社新⽇本科学の永⽥社⻑の
インタビューも掲載しています。 
この冊⼦をお読みいただき、地⽅の企業や中⼩・⼩規模事業の経営者の皆様を始め、より多
くの⽅々が「男性リーダーの会」に御参加くださることを期待しています！ 
https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/male_leaders/activity.html#report 
 
※「男性リーダーの会」は、⼥性活躍の推進にコミットする企業経営者等や知事・市町村⻑
の約 260 名が参加しています。 
詳細は下記を御参照ください。 
https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/male_leaders/index.html 
 
 



●5/14（⾦）ジェンダーギャップ会議ハイブリッド開催！ 
 
先⽇、世界経済フォーラムが発表したジェンダーギャップ指数で、⽇本は１２０位でした。 
ジェンダー平等に向けた課題と解決を議論する「ジェンダーギャップ会議 ジェンダー平
等を、トップの⾔葉に。組織の⼒に。」が 5/14（⾦）にリアル＆web のハイブリッドで開催
されます。（主催：⽇本経済新聞社、⽇経 BP、後援：内閣府、⽇本 CFA 協会） 
冒頭では、丸川珠代⼥性活躍担当⼤⾂・内閣府特命担当⼤⾂（男⼥共同参画）による基調講
演が⾏われ、パネルディスカッションでは、林伴⼦男⼥共同参画局⻑が参加します。 
 
詳しくはこちらを御覧ください。http://events.nikkei.co.jp/37489/ 
 
 
 
●「ジェンダー投資に関する調査研究」報告書を公表しました！ 
 
男⼥共同参画局では「ジェンダー投資に関する調査研究」を実施し、このたび報告書を公表
しました。 
この報告書では、企業の⼥性活躍の要素を投資判断に考慮する「ジェンダー投資」への取組
状況、機関投資家の投資判断における⼥性活躍情報の活⽤状況、機関投資家が企業に対して
求めている情報開⽰等について、アンケート調査及びヒアリング調査の結果をまとめて紹
介しています。ぜひ御覧ください！ 
 
https://www.gender.go.jp/policy/mieruka/company/r2gender_lens_investing_research.htm
l 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《お知らせ》 
 
●社会⼈の学びを応援するポータルサイト「マナパス」の御紹介【⽂部科学省】 
 
⽂部科学省では社会⼈の学びを応援するポータルサイト「マナパス」を運営しています。 
「マナパス」では約 5,500 の⼤学・専⾨学校等の講座を掲載しています。 
また、コロナ禍でニーズがより⼀層⾼まるオンライン講座に関する講座情報も 2,000 件以
上掲載中です。 
「マナパス」を初めて聞いた、という⽅も多くいると思います。そのような⽅でも初学者か
ら既修者までのマナパス利⽤⽅法がわかるマナパス利⽤ガイド、⾃⾝の学びの姿をイメー
ジできる修了⽣インタビュー、そして新たに社会⼈の学びを後押ししてくれる学習制度や
⼥性の学び直しに関する特集ページも公開中です。 
新年度に⼊り、新しいことを始めたいと考える⼈も多いと思います。そのような⽅は是⾮、
マナパスをきっかけに⾃分の世界を拡げてみませんか。 
 
詳しくは、こちらを御覧ください。 
→ https://manapass.jp/              
□お問合せ先※ 
総合教育政策局⽣涯学習推進課職業教育係  
川島 須⼭ 
TEL：03-6734-3253 
E-mail：syokugyou@mext.go.jp  
 
 
 
●2021 年版「イクメンパスポート」を作成しました！【内閣官房内閣⼈事局】 
 
「育児休業取るといってくれて本当にうれしかった」「家族で過ごした１か⽉は毎⽇楽しく
て、産後の体もとても楽になった」と１か⽉の育児休業を取得した男性職員の御家族はおっ
しゃっています。 
男性の育児参画が当たり前になっていく、⼦供たちの成⻑をみんなで⽀える、そんな職場、
社会でありたいという思いから、内閣⼈事局では、育休取得を考える男性職員やその上司・
周囲の職員に向けて、男性職員・管理職のための育休取得促進ハンドブック「イクメンパス
ポート」を作成しております。 
今回は、男性育休１か⽉の内容、取得に向けた⼿順、上司や職場としての⼼構え・⼿続、取
得経験者の声、必要な情報などを掲載しておりますので、ぜひ御⼀読ください。 



 
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/male_childcare/index.html 
 
 
 
 
《再掲》 
 
●ＤＶ、性犯罪・性暴⼒でお悩みの⽅の相談窓⼝⼀覧 
 
ＤＶや性暴⼒は、深刻な社会問題です。 
ＤＶや性暴⼒の被害でお悩みの⽅、ひとりで悩まず、御相談ください。 
 
【ＤＶ相談ナビ】 
 全国共通の短縮電話番号「＃８００８」（はれれば） 
 
【ＤＶ相談プラス】 
 電話での相談（24 時間対応）：0120-279-889（つなぐ・はやく） 
 メールでの相談：https://form.soudanplus.jp/mail 
 SNS で の 相 談 （ 英 語 や 中 国 語 な ど 10 ⾔ 語 の 外 国 語 に も 対 応 ）：
https://form.soudanplus.jp/ja 
 
【性犯罪・性暴⼒被害者のためのワンストップ⽀援センター】 
 全国共通の短縮電話番号「＃８８９１」（早くワンストップ） 
 
【性暴⼒に関するチャット相談「Cure Time（キュアタイム）」】 
 ホームページ（https://curetime.jp/） から相談できます。 
 相談受付 毎週 ⽉・⽔・⼟ 17:00〜21:00 
      英語や中国語など 10 ⾔語の外国語にも対応 
 
 
 
●４⽉は「若年層の性暴⼒被害予防⽉間」です。 
 
10 代・20 代に対する性暴⼒の⼿⼝は、ＡＶ出演強要、ＪＫビジネス、深刻化しているレイ
プドラッグ、酩酊状態に乗じた性的⾏為の問題、ＳＮＳ利⽤に起因する性被害、セクシュア



ルハラスメント、痴漢等、⾮常に巧妙になっています。 
 
同意のない性的⾏為の強要は、いかなる理由・関係性であってもすべて性暴⼒です。 
性暴⼒に関する情報を社会全体で共有し、性暴⼒被害をなくしていきましょう。 
 
「若年層の性暴⼒被害予防⽉間」詳細は下記を御覧ください。 
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/jakunengekkan/index.html 
 
 
 
========================================================= 
◆男⼥共同参画局 Facebook について 
男⼥共同参画局フェイスブックでは、最新の施策、関連情報を随時アップしております。是
⾮御覧ください。 
https://www.facebook.com/danjokyodosankaku/ 
 
◆内閣府 男⼥共同参画局のホームページは、男⼥共同参画に関する総合的な情報提供サイ
トです。 
男⼥共同参画社会を実現するための法律、基本計画、関係予算等のほか、男⼥共同参画に関
する政策・活動等の情報を掲載しています。 
https://www.gender.go.jp 
 
◆男⼥共同参画局メールマガジンについて 
男⼥共同参画局メールマガジンは、隔週⾦曜⽇に配信しています。 
次号は、令和３年５⽉ 14 ⽇（⾦）に配信する予定です。 
========================================================= 
※このメールは送信専⽤メールアドレスから配信されております。このまま御返信いただ
いてもお答えできませんので御了承ください。  
 
□配信中⽌・配信先変更は、こちらから 
 https://www.gender.go.jp/magazine/index.html  
□バックナンバーはこちらから  
 https://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html 
□このメールマガジンへの御意⾒・御要望はこちらから  
 https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html 


